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１.	 はじめに	 

	 文部科学省が実施した平成 22 年度全国学力・学習調
査の主に知識を問う算数 A の結果では，全体の平均正答
率は 74.4％だったのに対し，商分数の問題の正答率は算
数 Aでは最も低い 40.6％であった． 
この結果は，小学 6年生における分数の定着に課題が

あることを示している．初等教育の段階で分数概念を理

解していないと，のちの有理数の理解などにも支障をき

たしてしまうため，小学校の算数指導のうちから分数に

対するつまずきに対処することが必要であると考える． 
	 本研究の目的は，分数概念理解のつまずきの原因を研

究し，それを踏まえ，児童の個々の発達段階に応じた，

分数概念の学習を支援する教材を開発することである． 
 

２．分数概念の理解の難しさ	 

2.1	 分数概念理解のつまずきの原因	 

小学校において分数が難しい単元としてあげられる背

景について，安田[1]は，「第 1 に，分数の内容が量とし
ての分数，操作としての分数，関係としての分数という

3つの意味を持っていること．第 2に，その指導の期間，
子供の思考がピアジェが述べているところの具体的操作

の段階から形式的操作の段階への移行期にあること．第

3 に学習する以前に持っている子どもの概念体系に依存
した指導が軽視されていること（p.650）」と指摘し，こ
れら 3つの原因から多くのつまずきが作り出されている
と述べている． 
筆者は，安田の述べている原因のうち，第 1に指摘し

た，分数が複数の意味を持っていることと，第 2に指摘
した，具体的操作の段階から形式的操作の段階への移行

期である発達段階の問題の 2つに着目した． 
 
2.2	 分数の複数の意味	 

文部科学省が定めた学習指導要領の解説では，分数の

意味には以下の 5つがあるとしている． 
①具体物を３等分したものの二つ分の大きさを表す  
②２/３Ｌのように，測定した量の大きさを表す  
③１を３等分にしたものの二つ分の大きさを表す  

④ＡはＢの２/３というように，Ｂを１としたときのＡ
の大きさを表す  

⑤整数の除法「２÷３」の結果（商）を表す 
この 5つのうち，第 3学年で学習するのは①～③であ

る．それぞれ①は任意の数量をもとにする分割分数，②

は普遍の数量をもとにする量分数，③はＡとＢの関係を

表す関係分数である．このうち①と②で意味の混同が起

こりやすく[2]，つまずきの原因の１つになっている． 
 
2.3	 児童の具体的操作期から形式的操作期へ

の移行期における学習の難しさ	 

	 分数の学習は第 2学年から第 6学年までそれぞれの段
階を追って行われる．この時，児童はピアジェが述べて

いる具体的操作期（6～11歳前後）から形式的操作期（11
歳～成人）への移行期である．そのため同一学年でも 2
つの時期の児童がいるため，一斉授業ではどちらの意味

付けにするかによって理解に差が出てしまうと考えられ

る．また，分数を本格的に学習する第 3学年の児童はほ
とんどが具体的操作期にあり，数式表現による形式的操

作を通した概念理解自体が難しいという課題がある． 
 
2.4	 教科書の問題点	 	 

	 2.3 で述べたように，分数の学習は第 2 学年から行わ
れる（表 1）．第 2学年の学習内容は，分割分数による分
数の概念の理解である．第 3 学年になると，3 つの分数
の意味を学習する．しかし，ほとんどの教科書は量分数

を導入に使用し，分割分数と量分数の意味を曖昧なまま

展開する内容になっている（表 2）．このため 2.3で述べ
たように，分割分数と量分数の意味を混同してしまう．

混同したままにしておくと，全国学力・学習調査のよう

な商分数を求める問題で答えを間違えてしまうのである． 
 

表 1	 各学年における分数の学習  
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表 2	 各教科書の第 3 学年の導入  

 
 

３.	 先行研究	 

分割分数と量分数の混同に注目した研究で，分割分数

の意味理解を図る算数的活動を行った授業実践がある

[2]．中村[2]は第４学年の分数の学習において，テープや
パターンブロックを使って，分割分数の意味理解を図っ

た．そして，「単元終了後のテストから，ほとんどの児童

が，分割分数と量分数の意味の違いや，基準量が異なれ

ば分数で表された割合にあたる量も異なることを理解で

きた」としている．しかし，この授業実践では，テープ

やパターンブロックを使用しており，日常生活に即した

教材ではなく，分数が日常生活に関連していると認識し

にくい．CTGVの研究[3]では，算数の学習において日常
生活に即した課題のほうが学習意欲が向上するという結

果が示されている．より意欲的に学習に取り組むために

は，日常生活の中から課題を見つけることが必要である． 
 

４.  ICTによる分数指導	 
	 2 章のつまずきの研究を踏まえ，各段階の児童に分数
概念を理解させるには，一斉指導ではなく個別指導が適

していると考えた．本研究では，解決策として，ICTに
よる分数の指導を提案する．ICT活用のメリットとして，
自分のペースで学習できることやフィードバックが即座

に確認できることがある．ここで取り上げる題材を日常

に即したものにし，学習意欲の向上を図る． 
 

５.	 教材開発	 

5.1	 概要	 

	 開発する教材は，ゲームの中で具体的操作を行いなが

ら分数概念の理解を図るものである．料理を題材に，シ

ナリオゲーム形式で学習を進める．料理を題材にするの

は，生活科で家の手伝いについて学んでいることから，

小学 3年生でも日常的に行っている可能性があり，計量
等で分数が使われることが多いからである． 

 
図１	 ゲーム画面  

 
5.2	 授業案	 

	 本教材を用いる単元を 2 時間構成とし，1 時間目は分
割分数を，2 時間目は量分数を学習する．1 時間目はカ
レーを作るストーリーから，ニンジン・ジャガイモ・タ

マネギを等分に切り分ける具体的操作を行う．この作業

で同じ等分されたものでも大きさが違うことに着目し，

分割分数が任意量の等分であることに気付かせる．2 時
間目の量分数では，プリンを作るストーリーから，分割

分数と量分数の違いを考えさせる．量分数で示された分

量を分割分数と混同して調理を進めると，失敗してプリ

ンが固まらなくなる．ここから，なぜ失敗するのかを考

えさせ，試行錯誤しながら学習する． 
 

６．期待できる効果と評価	 

	 ゲームの中で具体的操作を行うことで分割分数と量分

数の違いを明確に区別できるようになると考えられる． 
	 評価には分割分数・量分数の問題を含む質問紙を用い

る．事前・事後調査の結果から，教材の効果を検証する． 
 

７．まとめと今後の展望	 

	 本研究では，分数概念理解のつまずきを研究した．そ

して児童の発達段階に合わせ，具体的操作を用いた教材

開発を行う．今後，実証実験教材の評価を行い，教材の

効果を評価する．その際に，PC 画面上の具体物が第 3
学年の児童に効果的であるかも配慮しなければならない．	 
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